
２０２６年１０月１８日 主日礼拝  
  

司  会   ①熊谷師   ②遠藤兄   ③水谷兄（幡地姉） 

祈  祷  

奏  楽                                    

                                     

賛  美       新聖歌２０番「主のまことはくしきかな」 
   （新しい歌を）（求めて） 

使徒信条 

 

   聖  書  ①     イザヤ書５１章１～３節  (P１１３０)  

              ②③    テサロニケ人への第一の手紙５章２３～２５節  (P３７１)  

                                                                                        

音  楽  ①     レーナ・マリア女史(V) 

  ②        平坂稔子姉(ピアノ：田中隆美姉) 

③                                                                                                                   ホサナ聖歌隊(V) 

 

 

メッセージ ①                                                                                        「原点」             小林詩音副牧師  

                                                                                                        ②③                                                                     「ん？呼んだ？」                              小山英児主任牧師  

   

賛  美                                                                                      「明日はどんな日か」 献金 

頌  栄                                                                                  「父・み子・み霊の」（聖３８３） アーメン 

                                                                       祝   祷                                                                       

 
 

【大和ニュース】     

☆大川先生ご夫妻は沖縄宣教旅行中です。本日は高原にてご奉仕。お祈りください！ 

・ 本日､送迎駐車場奉仕者会（１３：００・３階フェローシップ）、プレミアクワイア（１２：３０・泉会堂） 

青年会、学生会、ヤンチャ、CBS（石黒師 １４：３０・森）、第４礼拝(舩山師)。宮田兄(福岡) 

 

* 今週も祈祷会を大切に！水曜夜と木曜朝、説教は佐々木副牧師。木曜：ヌイヌイ 

・ ＣＢＳ(火曜・森屋師、木曜・小林師、金曜・小山師）。宮田兄（金曜・横浜）。 

・ 土曜日は花盛り、こども食堂(１１：００・森チャペル)、会堂掃除(１２：００)、 

プレミアムクワイア（１３：３０・泉会堂）、聖歌隊（１３：３０・シャローム館）、大川師（白い家）。 

* 主日礼拝人数 ①７１人(１８４) ②２０１人(１９８)                                                                                            ③２４１人(２０８) ④２１人＝１１２４人 

       定例祈祷会 水曜６２人(１３２) 木曜１３３人(５０)＝３７７人 ※( )内は YouTubeのライブ人数 
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石の枕  
 

「最上のわざ」 
この世の最上のわざは何？ 

楽しい心で年をとり、働きたいけれども休み、しゃべりたいけれども黙り、 

失望しそうなときに希望し、従順に、平静に、おのれの十字架をになう。 

 

若者が元気いっぱいで神の道を歩むのを見ても、妬まず、 

人のために働くよりも、謙虚に人の世話になり、 

弱ってもはや人のために役だたずとも、親切で柔和であること。 

老いの重荷は神の賜物。 

古びた心に これで最後のみがきをかける。まことのふるさとへ行くために。 

おのれをこの世につなぐ クサリを少しずつ外していくのはまことにえらい仕事。 

こうして何も出来なくなれば、それを謙虚に承諾するのだ。 

 

神は最後にいちばんよい仕事を残してくださる。それは祈りだ。 

手は何もできない。けれども最後まで合掌できる。 

愛するすべての人のうえに、神の恵みを求めるために。 

 

すべてをなし終えたら、臨終の床に神の声を聞くだろう。 

「来よ、わが友よ、われ汝を見捨てじ」と。 

 

ヘルマン・ホイヴェルス神父「人生の秋に」より 

 

上記は、先日のサラの会で、N姉がお証詞をされた内容です。すばらしいですね。 

サラの会の方々のためにも、お祈りください。 

大川牧師夫妻は、沖縄宣教中ですが、全部で５回メッセージを担当します。 

健康のため、ご奉仕のためお祈り下さい。１０月２７日にもどる予定です。（文責・大川） 
 

 

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：Ⅱテサロニケ１章～Ⅰテモテ４章 Bコース：イザヤ６５章～エレミヤ１３章 


